
   

 

 

 

 

 

 

 

平成 30年 6月２６日      

久留米市教育委員会 
 

 ４月１３日に市内全中学校第１学年、第２学年の生徒を対象に実施した、学力・生活実態

調査の結果をお知らせします。 

 「教科に関する調査」の結果と課題については、以下のとおりです。これらは、測定でき

た学力の一面ですが、市教育委員会としては、この結果も確かな学力を育む上で大変重要な

ものであると受けとめております。 

また、裏面には、「生活習慣・学習習慣に関するアンケート調査」から明らか

になった、久留米市の生徒の現状と課題を示していますので参考にしてくださ

い。 

 なお、お子様一人ひとりの結果については、学校から個人票「あなたの学習

の様子」が配布されますので、ご参照ください。 

 

                 【Ｈ３０年度学力実態調査の結果】 

                ※得点率は全問題に占める正答数の割合です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果】 

 平成３０年度の教科に関する調査では、第 1学年、第 2学年ともに全国平均を超える 

教科はありませんでしたが、第 1学年の国語と数学は概ね全国平均に達していました。 

【課題】 

 国語科では、説明的な文章や文学的な文章を読むことに課題が見られました。今後は、

文章の種類に応じた読み方の学習を重点的に行っていきます。 

 数学科では、関数の問題に課題が見られました。今後は、表や式、グラフを関連付け
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 【国語】    （得点率％） 

 １年 ２年 

久留米 ６７．０ ６０．９ 

全 国 ６７．４ ６３．０ 

 

 

【数学】    （得点率％） 

 １年 ２年 

久留米 ６１．０ ５３．６ 

全 国 ６１．９ ５６．８ 

 

【英語】（得点率％） 

 ２年 

久留米 ６３．１ 

全 国 ６９．０ 

 

     



 

  

て説明したり、伝え合ったりする学習活動を充実していきます。 

 英語科では、英文を書く問題に課題が見られました。今後は、正確な語順で英文を書

く活動や、英語の質問に対して適切に応答する等の対話のやり取りを意識した表現活動

を充実していきます。 

 また、各学校では、学校ごとに結果を分析して、学年・学級ごとに課題

のあった（全国と比較して正答率の低かった）問題については、アシスト

シート（単元ごとの補充プリント）等を活用して補充指導の充実を図って

いきます。 

 

         【平成 30年度生活習慣や学習習慣に関するアンケート調査結果】 

学力の定着とかかわりの深い２つの項目について示しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【成果と課題・今後の取組】 

 １日の平均の家庭学習の時間は全国平均より少なくなっています。毎日の家庭学習は、

学校で学習した内容を振り返ったり、次の学習に向けて見通しをもったりすることがで

き、学力と大きなかかわりがあります。各学校でも、学習内容の理解度を確かめるため

の宿題を出したり、自学ノートの活用法を工夫したりするなど家庭学習習慣の定着を図

る取組を充実させていきます。また、放課後学習会などの補充学習を実施し、学力の定

着を支援していきます。 

 平日のゲームをする時間は、全国平均より多くなっています。家庭できめた約束やき

まりを守るという意識は、生徒の学力と大きなかかわりがみられます。情報モラルの授

業や各学校で行っている PTA と連携したスローメディアの取組を通して、メディアツ

ールとのかかわり方の指導の充実に取り組みます。 
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子どもの「確かな学力」を育むために、学校と協力しながら家庭での生活リズムや家庭

学習の習慣の形成に取り組んでいただきますようお願いします。 

一、テスト結果について話し合うとともに、頑張りの過程をほめましょう 

二、家庭学習をする時間と学習内容を決めましょう 

三、スローメディアを実行し、時間等のルールを決めましょう 

家庭へのお願い 

 

【平日の学習時間】 

 

【平日のゲームをする時間】 

 


